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っ
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点
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滋
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十
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時
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双
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し
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蛸
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し
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潟
教
で
す
。

6
一
s

i

4

6

7

8

n
o
一R
u

n

t

o

J

n

t

a

n

z

J

俊

一

織

的

目

的

出

泌

総

創

法
制
相
に
溶
合
し
て
い
る
こ
と
な
作
一
件
。
ペ
営
ア
引
や
波
学

一
定
の
糊
閣
総
出
口
に
穣
何
時
し
て
と
器
援
滋
4
5

れ
や
総
祭
主
に
通
知
す
る
よ
う
出
深
信
割
鈴
×
拐
、
斗
時

d
、岡田

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
時
期
ぺ
時
創
刊

w
n
p
dパ
古

家
電
を
時
総
て
る
場
合
に
次
の
よ
時
」
吋
。

う
な
こ
k
を
頭
に
入
れ
て
建
築
念
品
潔
惨
劇
懇
話
μ

山
晶
子
℃
缶
詰
玲

叫
削
機
を
た
て
て
く
だ
さ
い
。
(
掛
白
山
口
持
}

む
時
間
火
上
総
ゑ
上
な
ど
か
ら
〉
公
私
問
事
始

l
u
Eど
X
A
M
m
u
v

数
柏
崎
の
ゆ
に
一
{
湾
総
会
以
上
∞
門
誌
M
U
げ
鈴
古
〈
滋
M
品
M

3
刊

の
山
刊
誌
絡
を
持
た
せ
る
た
め
に
持
ぺ
潟
パ
ヂ
校
、
持
斗
0

)

家
を
建
て
る
前
に

ま
ず
建
築
薙
認
許
可
を
グ

建
築
隠
絞
め
数
地
面
出
械
に
対

H

W

H

S

詰
ω
×
0
・4
u
よ
O

世
間
話
"

す
る
細
別
会
叫
が
決
め
て
ゐ
ち
ま

h
F

対
切
浴
U
H
s

安
世
〉
時

4
間

ず

。

パ

伊

営

陣

斗

。

と
れ
を
時
離
織
率
主
い
い
ま
口
建
築
物
的
制
誕
地
は
退
陣
聞
に

す

。

援

す

る

か

叉

段

、

滋

絡

に

遜

こ
れ
ら
の
創
出
会
は
閑
用
途
総
ず
る
議
路
が
必
一
後
で
あ
る
の

媛
、
住
居
、
定
議
、
地
中
工
業
で
際
制
的
と
し
て
齢
制
品
唱
は
問
問
メ

品

出

掛

械

で

は

!

ト

ル

円

以

上

司

道

路

に

滋

常

〉
{
決
渉
開
制
滋

ω由
喜
ぶ
×
タ
酌
一
一
メ
1
ト
山
川
汲
上
織
し
な
け

三当滋した幾多量護委員

最
平
優

均
良
本旧

芽玉事
?な
京み之
ち
五 b

九ん

チ杉

合

問
問
終
月
二
日
か
ら
念
会
場
に
お

い
て
乳
宛
の
プ
バ
後
裁
を
爽
絡

し
ま
し
た
仲
綿
糸
、
七
七
六
人
の

殺
滋
翁
に
対
し
、
受
粉
議
六
部
い

…
一
一
人
で
受
診
率
八
コ
・
九
パ
!

セ
Y
B
?
で
犬
訓
A

好
成
出
掛
で
し
た

受
験
議
六
附
悶
三
名
の
や
か
ら

良
好
炎
、
体
重
、
新
斜
路
菅
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滋
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仲
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。
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さ
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今

↑

1
…

月

日

付

万

円

司

月

月

刃

向

月

館

月

一

E
J

一
R

J

v

q

u

R

A

w

q

u

q

d

p

a

μ

b

q

M
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w
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労
災
保
険
の
手
続
を
/

ム
去
る
開
同
月
一
円
口
に
労
仇
翁
災
い
と
と
に
な

9
ま
し
た
の
で
、

滋
州
制
緩
絞
殺
仲
間
が
改
正
に
な
り
叫
総
務
す
る
方
は
も
れ
な
く
絵
界一

労
約
批
脅
か
ω

笈
人
以
上
使
用
し
て
労
紛
議
機
銃
瞥
袋
、
叉
伸
弘
、
も

行
な
F
歯
学
滋
及
ぴ
事
務
所
、
申
出
よ
り
の
商
友
会
に
お
き
相
相
談
し

窓
な
ど
官
経
料
同
ず
る
巾
月
時
以
桝
関
係
て
く
だ
さ
い
令

脇
聞
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

会
株

行

政

相

広
と
わ
た
び
校
時
開
予
防
で
は
、
古
墳
文
化
の
ぬ
然
か
ら
拙
前
線
我
孫
子
対
と
し
て
除
、
と
の

…
東
京
大
学
文
学
部
考

W
然
級
交
ま
で
の
全
過
程
敬
一
一
つ
の
総
緩
銭
援
な
研
究
成
概
祝
日
和
関
係
学
界

一
獲
に
よ
っ
て
、
過
去
十
年
織
に
の
学
術
的
な
発
慰
安
材
析
に
よ
っ
に
提
供
さ
れ
る
k
と
も
に
、
伸
時

一
わ
た
わ
de

継
続
約
に
行
な
お
れ
て
.
系
統
的
に
師
静
開
閉
し
得
た
こ
ネ
技
師
開
予
の
酔
町
民
に
、
さ
ら
に

一
た
蜘
吋
出
刊
の
前
代
滋
持
貯
の
毅
査
研
と
は
、
入
拡
悶
閥
抗
町
に
み
て
も
例
の
は
ぶ
〈
念
闘
の
愛
好
者
に
も
品
目
尚

一
究
の
成
然
空
間
関
の
絡
会
穫
に
少
な
い
焚
獲
量
俄
で
あ
り
ま
及
す
る
と
k
草
山
燃
し
ま
す
c

一
集
大
成
し
て
創
刊
行
す
る
と
主
に
す
。
と
く
に
終
臨
時
淡
い
の
は
、
な
お
、
時
比
制
側
双
子
m
口
の
と
ど

…
な
り
ま
し
た
。
我
孫
子
に
混
存
す
る
大
官
艇
の
蕊
ろ
安
予
約
鈎
品
輸
で
二
千
五
宮
内

…
こ
の
審
物
に
は
六
世
献
の
紛
カ
カ
談
内
の
組
織
約
な
韓
問
蹴
誌
に
よ
で
す
。
予
約
受
付
は
稔
柑
知
子
町

一、
3
3
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》
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、
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二

我

孫

子

古

填

群

予

約

募

集

一

可

f
j
t
i
p
i
l
i
-
-
i
i
i
i
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i
-
-
i
i
i
i
i
{
;
l
{
l
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i
i
j
i
l
-
-
i
!
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}い

潟
後
円
墳
お
よ
び
、
六
議
C
m門
墳
っ
て
、
あ
た
か
も
続
本
古
代
附
同
教
育
委
員
会
ハ
八
ス

l
O渓一

役
を
は
じ
め
‘
実
績
格
付
代
の
終
泌
出
家
の
形
成
裁
に
あ
た
る
双
役
続
玄
)
で
五
月
一
一
一
十
誌
ま
で
交
付

繍
紙
、
奈
良
時
代
の
古
瓦
句
会
滋
か
ら
お
役
認
に
、
こ
の
柏
崎
中
H
Wい
ま
す
の
で
、
早
め
に
惑
し
吋
絡
み

一
一
一
仲
切
な
ど
の
取
滞
緩
潔
査
の
記
緑
が
掛
制
緩
し
て
い
た
菅
長
暗
存
設
が
く
だ
さ
い
。

山

M

曲
盟
樹
踊
な
移
帥
民
や
開
闘
を
添
え
て
如
棋
開
明
ら
か
に
な
っ
た
ζ
と
で
す
6

録
さ
れ
、
学
的
政
wm
の
ほ
と
り
に
こ
う
し
た
世
間
炎
の
あ
き
方
を

形
成
さ
れ
た
台
地
明
文
化
の
漆
潔
通
じ
て
、
中
間
然
破
同
搬
出
V

絞
突
の

が
き
わ
め
て
具
体
的
に
あ
と
づ
重
要
な
品
販
務
会
い
曾
い
き
と

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
後
四
四
す
る
と
と
が
で
き
ま
し
た

闘
関
臨
均
年
春
一
は
、
と
れ
ま
で
一
鍔

mu
総
出
凶
殺
し
て
い
た
だ
く
こ
と
年
金
と
い
う
も
め
が
な
に
か
眺
支
絵
勝
弘
知
和
ヤ
ム
ー
が
六
十
五
才
と

一
が
・
刀
を
入
れ
て
き
た
公
的
年
金
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
績
に
感
り
な
い
添
い
よ
う
な
こ
と
な
っ
て
い
る
関
係
か
ら
余
く
遠

一
創
出
泣
か
ら
敬
哲
残
寄
れ
た
後
盛
期
践
を
し
て
い
な
い
人
も
ま
だ
各
に
か
ん
け
か
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
い
将
来
む
こ
と
で
あ
る
と
い
う

一
や
淡
祭
に
従
事
す
る
人
総
滋
織
に
時
間
っ
て
い
ま
す
。
勺
す
c

こ
と
に
な
り
ま
す
抗
、
愛
十
載
し

菜
緩
や
そ
の
家
銀
、
従
業
員
に
加
入
の
手
続
注
生
年
月
日
と
か
く
薮
近
の
よ
う
に
交
明
期
金
没
後
け
る
た
め
に
は
六
十
ず

一
一
対
し
て
開
閉
じ
よ
う
に
公
的
前
年
金
銭
併
の
ま
か
と
詩
入
す
る
こ
と
療
品
艇
が
ひ
ん
ぱ
ん
に
お
と
る
こ

一
銭
疫
に
よ
る
所
得
然
僚
を
及
沼

k
な
る
わ
れ
明
火
山
れ
わ
田
明
白
〈
た
と
か
ら
、
い
っ
、
ど
こ
で
ど
う
ま
で
の
附
聞
に
一
一
十
五
年
以
上
品
位

険
料
官
約
め
る
か
免
徐
を
受
け

一
し
て
年
安
と
っ
た
号
、
障
害
主
え
ば
、
同
時
余
年
金
保
険
由
設
い
う
常
事
飲
に
あ
う
か
わ
か
ら
な

一
を
受
け
た
ち
匂
災
℃
し
た
り
し
保
路
偶
者
で
な
く
な
っ
た
k
か
潟
い
決
終
で
は
、
隣
淡
な
ど
に
よ
て
い
る
こ
と
が
必
購
買
と
き
れ
て

一

た

と

き

に

金

品

悼

の

後

後

世

間

問
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お

り

昭
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気

十

六

年

問

見
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す
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去
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鈎
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・
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年

金

に

達

し
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中

潟

舎

袋

一

一

主
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諾

さ

れ
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芸

雲

国

民

年

金

に

加

入

し

ま

し

ょ

う

に

つ

い

て

は

、

そ

の

一

一

室

々

で

す
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の

棚

網

棚

附

け

昨

年

令

に

応

じ

て

一

一

十

一

相
側
入
ず
る
人
法
、
晶
君
公
的
自
皇
制
引
l
i
s
i
-
-
H
E
E
R
2
5
u
n
s
t
l
i
t
g
g
m閏
年
か
ら
十
年
ま
で
の
綴
燃
に
一

一

年

金

時

加

入

務

、

年

令

一

受

給

緩

つ

い

て

‘

す

ぐ

に

附

綿

織

な

し

な

~

一
審
及
び
ζ
れ
ら
め
凝
縮
開
縁
、
昼
二
十
才
に
な
っ
・
に
k
か
等
}
を
っ
て
簿
饗
を
う
け
た
と
き
に
受
い
k

ζ

の
総
帥
繍
寄
れ
て
い
る
-

一
一
向
部
の
大
学
、
後
絞
め
移
止
し
引
を
議
き
、
は
ん
を
醐
押
し
、
役
務
に
け
る
こ

k
と
た
る
脇
陣
幾
年
余
や
期
間
を
溺
た
し
得
な
く
な
り
ま
~

一
除
い
た
ニ
士
ず
か
ら
パ
十
才
に
総
け
言
、
ょ
く
添
付
露
開
も
い
一
家
の
支
柱
と
な
る
-
引
火
を
な
く
す
め
で
・
お
入
の
溜
闘
を
し
b
比

一
な
る
ま
で
の
お
本
間
関
出
刊
に
阿
部
絞
ら
ず
誕
祭
な
ζ

と
で
あ
9
ま
せ
し
て
母
子
家
廷
と
な
っ
た
と
寺

'
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v

必
段
、
今
す
ぐ
に
加
入
り

帆
す
る
総
本
強
同
院
は
.
す
べ
て
刻
ん
a

w

h

受
け
る
こ
と
と
な
る
母
子
年

b

幡

町
人
す
る
と
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
し
か
も
、
そ
の
開
mM主
役
所
会
川
必
ず
し
も
遠
い
将
来
の
問
題

Z-お
こ
な
い
、
保
設
判
明
ア

叩

て

い

ま

す

。

に

燃

え

つ

け

ら

れ

て

い

ま

す

o

題
、
と
ば
か
号
、
い
え
な
い
も
の
主
わ
す
れ
ず
に
納
め
る
よ
ラ
に
ム

明
銭
入
す
る
た
め
に
は
住
ん
こ
の
よ
う
な
蝦
蒙
な
手
綬
が
な
っ
て
き
て
い
ま
て
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
二

岬
で
い
る
と
こ
ろ
的
役
怒
に
お
入
な
か
な
か
続
行
さ
れ
な
い
の
は
ま
た

44令
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だ

古
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「

0
0
0
0親
権

者

ガ

ン

検

診

受

付

な
お
ふ
京
淡
年
表
時
事
故
の

O
C
C
O
印

い

附

悶

月

十

六

詰

号

で

・

が

ん

検

酬
明
合
除
制
制
緩
増
幅
か
ら
誇
求
し
て
そ
の
総
附
町
民
交
通
府
間
番
線
級
殺
の
お
加
知
ら
せ
を
い
た
し
ま
し

い
た
だ
く
と
主
に
な
り
ま
す
o

に

つ

い

て

不

明

の

ぷ

が

ら

ち

ま

た

が

均

し

同

時

み

者

が

予

定

数

と

の

場

合

、

次

の

よ

う

に

出

起

し

た

ら

ど

綴

織

な

く

深

ま

で

お

に

遼

し

ま

せ

ん

の

で

申

し

込

ん

入

し

ま

す

。

防

い

合

せ

く

だ

さ

い

。

で

な

い

方

は

随

時

曲

作

輪

開

淡

診

断

を

受
け
て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
方
法
は
ハ
ガ
キ
、
勝
耽

自
給
句
俊
一
次
、
氏
名
、
生
年
月
日

命
総
入
の
う
え
玄
月
二
十
五
日

ま
で
脳
陣
後
淡
に

-mL込
ん
で
く

だ
さ
い
。
土
地
立
入
総
笈

掛
前
般
加
線
線
路
描
暗
殺
ヱ
家
出
り
土

地
什
品
入
咽
側
交
を
行
な
い
ま
す
の

で
、
ゃ
ん
紘
一
段
脅
者
.
沿
線
の
み

な
さ
ん
の
後
カ
を
お
餓
い
し
ま

す。A
立
ち
入
ろ
う
と
す
る
隊
綾

後
四
開
予
防
大
字
我
四
郎
圭
学

中
際
的
蹴
闘
部
‘
関
東
、
密
幹
部
、
持
税

関
刷
、
ぢ
隣
県
、
遠
録
、
制
鶴
湾
総

小
谷
隊
、
谷
市
号
、
妥
?
?
額
、
。

ガ
サ
ヲ
彩
、
後
嗣
錦
、
認
夜
、

道
険
持
、
媛
、
大
惨
策
協
同
字

金
久
保
、
災
受
夜
、
小
骨
称
、

…
γ話
、
巻
の
肉
、
久
削
開
会

A

品
交
ち
入
る
期
間

絞
殺
間
関
十
一
一
一
年
五
月
十
六
誌

か
ら
限
利
関
十
開
問
年
一
一
一
万
一
一
一

十
日
ま
で
ハ
廿
持
+
品
開
問
権
欽
滋
V

一
行
時
料
相
相
談
及
び
住
民
蛸
相
談
止
を

つ
ぎ
の

k
お
り
行
な
い
ま
す
。

・
な
お
、
相
相
談
時
同
然
科
で
す
の

で
ど
科
尽
く
だ
幸
い
e

一
、
日
待
}
札
符
月
三
十
…
門
口

血
李
総
十
時
か
ら
午
後
一
品
約

ま
で

二
機
銃
我
孫
子
町
中
央
公

紙内線

な
h

朝
、
判
制
淡
に
徐
行
政
務
渓

n
祭
の
渡
辺
弁
緋
融
公
4
m
総
燃
の
予

経
で
す
。

-
氷
滋
管
理
事
務
所

柑
伊
齢
臓
の
お
知
ら
せ

こ
の
た
び
役
務
庁
品
討
が
手
狭

り
た
め
水
道
管
湿
事
務
所
た
九

月
一
吋
十
日
ま
で
我
習
知
子
蜘
吋
抑
制
約

一
関
0
4世
絵
ハ
八
八

1-
一六一

六
〉
に
移
炉
転
し
ま
し
た
。
向
か

と
不
僚
を
一
お
か
け
し
ま
す
が
、

役
場
務
庁
会
の
均
成
ま
で
し
ん

ぼ
う
を
お
駁
い
し
ま
す
。
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